
ト
ピ
ッ
ク
ス

3
Ｐ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
幼
稚
園
運
動
会

1
・
2
Ｐ

・・・・・・・・・・・・・・
和
木
町
総
合
防
災
訓
練

500
500

平
成
2
6
年

平
成
2
6
年
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初期消火訓練

煙の中を避難する中学生

災害対策本部

消火活動訓練

「きらら」の見学

1



８．６岩国和木豪雨災害のパネル展示

竹と毛布による応急担架

ＡＥＤ救命講習

婦人会による炊き出し

ロープワーク

2



村岡　勇さん

ま
ち
の
話
題

走
っ
て
踊
っ
た
幼
稚
園
運
動
会

　

10
月
4
日
、
和
木
幼
稚
園
（
高
橋
由
美
子

園
長
）
で
、
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
運
動
会
は
年
長
児
に
よ
る
子
ど

も
太
鼓
で
始
ま
り
、
か
け
っ
こ
や
お
遊
戯
、

親
子
競
技
、
リ
レ
ー
な
ど
様
々
な
種
目
を
行

い
ま
し
た
。
応
援
に
来
た
保
護
者
た
ち
が
見

守
る
な
か
、
園
児
た
ち
は
一
生
懸
命
練
習
し

た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
親
子
体
操
「
ム
ギ
ュ
ー
大
好

き
！
」。
大
好
き
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

と
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
運
動
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

地
域
交
流
安
全
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

10
月
12
日
に
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
町
内
自
治
会
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
地

域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
今
年
4
月
に
設
立
し
た
和

木
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
小
倉

常
雄
理
事
長
）の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
19
号
に
よ
り
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
雨
も
降
ら
ず
、
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
、珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、

笑
顔
が
出
な
が
ら
も
真
剣
に
プ
レ
ー
す
る
姿

は
各
自
治
会
の
結
束
力
の
高
さ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
小
倉
理
事
長
は
、「
こ
の

大
会
を
よ
り
一
層
盛
り
上
が
る
大
会
に
す
る

た
め
、
来
年
は
多
く
の
自
治
会
が
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

優
　
勝　

新
地
自
治
会

　
　

準
優
勝　

沖
灰
場
自
治
会

　
　

3
　
位　

瀬
田
2
地
区
自
治
会

　

9
月
28
日
、
村
岡
勇
さ
ん
が
、
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

10
月
22
日
和
木
保
育
所（
川
畑
博
子
所
長
）

で
自
由
参
観
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
運
動
会
の
予
定
で
し
た
が
、
あ
い

に
く
の
雨
に
よ
り
、各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、

日
ご
ろ
保
育
所
で
行
っ
て
い
る
お
遊
戯
な
ど

の
自
由
参
観
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
遊
戯
は
、
先
生
の
お
手
本
に
合
わ
せ
て

手
足
を
動
か
し
た
り
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
感
じ
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

保
育
所
自
由
参
観
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和
木
町
里
山
研
究
会
で
は
、
9
月
28
日
に

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
く
り
園
で
、
栗
拾
い
と

選
別
の
体
験
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
16
人
の
参
加

者
は
、
里
山
研
究
会
会
員
の
指
導
を
受
け
、

足
で
栗
の
イ
ガ
を
押
さ
え
な
が
ら
中
の
実
を

取
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
栗
は
、
虫
食
い
や
キ
ズ
の
あ
る

も
の
を
取
り
除
き
、
大
き
さ
に
よ
り
選
別
し

ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
、
里
山
研
究
会
会
員

の
手
に
成
る
、
焼
き
栗
を
試
食
し
、
秋
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

栗
拾
い
と
栗
の
選
別
体
験
交
流
会
を
開
催

ま
ち
の
話
題

｢

特
殊
詐
欺
撲
滅｣

活
動

　

9
月
29
日
、
役
場
前
で
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
は
、
岩
国
警
察
署
、
婦
人
会
、
岩

国
交
通
安
全
協
会
和
木
分
会
の
会
員
、
町
内

企
業
の
方
々
等
が
参
加
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
特
に
、
幼
稚
園
児
に
よ
る
元
気
な
呼

び
か
け
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
思

わ
ず
に
っ
こ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

主
要
道
路
に
限
ら
ず
、
見
通
し
の
悪
い
道

路
や
幅
の
狭
い
道
路
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
の

は
大
変
危
険
で
す
。
悲
惨
な
事
故
が
な
く
な

る
よ
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
安
全
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
2
日
、
山
口
銀
行
和
木

支
店
で
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
活

動
と
し
て
、
声
掛
け
訓
練
が
行

わ
れ
、
中
学
生
や
近
隣
住
民
ら

約
60
人
が
見
学
し
ま
し
た
。

　

山
口
県
内
で
は
振
り
込
め
詐

欺
に
よ
る
被
害
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

少
し
で
も
「
な
に
か
お
か
し

い
？
」
と
思
っ
た
ら
最
寄
り
の

警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
話
題

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

10
月
9
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
町
内
全
22
地
区
の
自
治

会
長
と
、
米
本
町
長
を
は
じ
め
町
執
行
部
が

意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
年
3
回
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、
８
・
６
岩
国
和
木
豪

雨
災
害
、
敬
老
会
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
5

項
目
に
つ
い
て
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
で
は
、
町
の
防
災
計
画

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
自
治
会
長
の
皆
さ

ん
と
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

（出典：山口県警察本部ホームページ）

■山口県内で振り込め詐欺被害認知状況■

平成26年 8月末
平成25年中
平成24年中
平成23年中
平成22年中

56 件
34件
46件
38件
36件

約 2億 0,561 万円
約 9,370 万円
約 7,127 万円
約 5,573 万円
約 3,158 万円

認知件数 被害金額
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防災行政無線を用いた緊急地震速報の訓練放送防災行政無線を用いた緊急地震速報の訓練放送
放送実施日▶11 月５日（水）１０時

　11 月５日は全国一斉に「緊急地震速報を受信した際の行動訓練」が行われます。和木町では、防災行政
無線による訓練放送を行いますので、それぞれの場所で身の安全を守る行動を実践してみましょう。

訓練放送の内容

①「こちらは、防災和木町です。只今から訓練放送を行います。」

②｛〈緊急地震速報チャイム音〉＋「緊急地震速報。大地震です。これは訓練放送です。」｝×３回

③「こちらは、防災和木町です。これで、訓練放送を終わります。」

※緊急地震速報は「和木町の予測震度が５弱以上になると想定される」ときに放送されます。ただし、震源
が近い地震では、速報が間に合わないため、地震情報を受信してから１０秒以内に揺れが到達する場合は、
放送をしない設定となっています。

防災行政無線を用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験防災行政無線を用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験
11 月 28 日（金）「11時」に実施します。
　和木町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ－アラート（※））から
送られてくる国からの緊急情報を、防災行政無線を用いて町内全域の皆さんに確実に伝えるため、情報伝達
訓練を行います。
　和木町が当日実施する試験は次のとおりです。

注）和木町以外の地域でも、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。
　（※）Ｊ－アラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を人工衛星などを活用して瞬時に伝える
システムです。

おおじしん

身の安全を守る行動　安全行動
　　　１、２、３を実践しましょう！
防災行政無線が聞こえたら

姿勢を低くして
（しゃがむ）① 体や頭を守って

（かくれる）② 揺れが収まるまで
じっとする（まつ）③

情報伝達手段 試験内容 放送内容

町内に設置してある防災行政
無線から、毎日夕方に流れて
いる教育サイレン（童謡等）
と同じくらいの音量で、一斉
に放送されます。

「これは、試験放送です。」×３
「こちらは、防災和木町です。」
防災行政無線チャイム

防災行政無線の放送
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町税収の推移

　町の財政状況を町民の皆さまに理解していただくため、平成26年９月定例議会で認定された平成25年度の
決算状況（一般会計）についてお知らせします。

平成 25年度決算　～一般会計～

収入 総額　3,897,037千円 支出 総額　3,775,538千円

依存財源  41.3％

自主財源  58.7％

（単位：千円） （単位：千円）

収入

●収入グラフから分かるように、和木町の最大の収入源は町税となっています。平成18年度以降、年々減収を続けてきまし

たが、平成25年度は、前年度と比較して若干の増収となりました。今後も税収の回復を楽観視することはできず、依然と

して地方交付税や臨時財政対策債に頼った財政運営が予想されます。

●支出グラフは、町の支出を「性質別」に表したものです。物件費には各種委託料や臨時雇用賃金、補助費等には各団体等

への負担金や補助金が含まれています。

　　また、義務的経費とは、人件費、公債費（借金の返済）、扶助費（児童手当や福祉医療費等）といった支出が義務付けら

れ、任意に削減できない経費のことをいいます。

　　投資的経費には、和木小学校整備事業などの大規模な建設事業に使われた経費や、高額な備品の購入費が含まれています。

●上のグラフから分かるように、町税収は平成17年度をピークに平成24年度まで年々減少してきていることが分かります。
平成25年度は、固定資産税（償却資産）が対前年度で約2千２百万円の増額となり、町税全体で若干の増収になりました
が、昨今の経済情勢からも先行きは不透明で予断を許さない状況です。

0

5

10

15

20

25

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
19

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
10

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
10

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
9

25年度

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
10

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
16

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
13

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

（億円）

支出
義務的経費
35.2％

町税
1,463,983
37.6%

国・県支出金
511,872
13.1% 投資的経費

568,897
15.1%諸収入等

403,277
10.4%繰越金

155,891
4.0%

使用料及び手数料
124,518
3.2%

繰入金
136,474
3.5%

人件費
612,347
16.2%

公債費
377,069
10.0%

扶助費
340,807
9.0%

補助費等
286,970
7.6%

操出金
289,177
7.7%

その他
667,851
17.6%

物件費
632,420
16.8%

地方譲与税等
126,593　3.2%

地方債
477,100
12.2%

地方交付税
497,329
12.8%
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町の預金の推移

町の借金の推移
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※町の預金は基金とよばれています。

※財政調整基金とは
町税の減収や予期しない
災害の発生等による支出
の増加に対応するための
預金

※その他目的基金
・福祉基金
・健やか安心基金
・地域振興事業助成基金
　　　　　　　　　　など

※臨時財政対策債とは
　国から地方自治体に交付
する地方交付税の原資が足
りないため、不足分の一部
を臨時財政対策債として地
方自治体が借り入れる借金。

※町の借金借入額は地方債とよばれ、借金の返済額は公債費とよばれています。

（億円）

（億円）

34.7

9.6

0.5

34.2

8.8

0.5

32.9

8.1

0.4

35.8

7.9

0.4

35.6

7.4

0.3

37.6

6.9

0.3

38.6

6.6

0.3

2.3

1.5

1.3
7.5

1.4

2.2

8.4

1.4

2.2

8.4

1.4

1.2

8.2

1.4

1.5

8.1

1.4

1.7

7.8

1.4

2.3

8.6 11.1

1.4

3.1 1.4

2.4

13.4

1.4

1.7

23年度 24年度 25年度16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

22年度16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 24年度23年度

その他特定目的基金

減債基金

財政調整基金

簡易水道会計

公共下水道会計

一般会計
6.4
0.2 5.9

0.2

40.8 44.8

25年度

5.7
0.1

46.4

●上のグラフから、平成16年度に財政調整基金が約２億円まで減少し、非常に厳しい財政運営を強いられていたことが
分かります。しかし、平成17年度に税収が飛躍的に伸びたため、多額の基金を積み立てることができ、基金残高は大
きく回復しました。

　　平成24年度においては、関ヶ浜の県道拡幅に伴う町営住宅の移転補償金などを基に、財政調整基金に約２億５千７
百万円の積立を行うことができました。また、平成25年度においても、基準財政需要額の大幅な伸びに伴う普通交付
税の増額や、平成24年度からの繰越金を基に、約２億２千６百万円の積立てを行い、平成25年度末の財政調整基金残
高は、13億３千９百７８万円となりました。

●借金残高は、平成10年度の約54億８千万円をピークに年々減少を続け、平成18年度末には約41億円まで減少していま
した。しかし、それ以降のＪＲ和木駅整備事業、和木中学校整備事業、町営緑ヶ丘住宅建設事業、和木小学校整備事
業により、平成25年度末現在で借金残高は約52億２千７百万円まで増加してきました。

　　今後も、和木幼稚園整備事業、簡易水道施設及び公共下水道施設の更新等に多額の費用がかかることが予想されま
すが、各種補助金等を有効活用し、なるべく借金に頼らない財政運営を行う必要があります。

　　なお、平成25年度末における一般会計の借金残高約46億４千万円のうち、約20億円２千８百万円を臨時財政対策債
が占めており、この借金の元利償還金については、毎年の普通交付税で担保されています。
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高齢者虐待は、誰もが直面する可能性がある問題です。

　家庭で起きる虐待は、家族の介護疲れや長年にわたっ
て築かれてきた人間関係が複雑に絡み合って起きます。
また、介護の知識がないために知らず知らずのうちに
虐待になっていることもあります。虐待は特別なこと
ではなく、どこの家庭でも起こりうるのです。 

高齢者の介護、 一人で悩まず相談を
　介護は長期間にわたることが多く、家族だけでがん
ばっても限界があります。
　一人で抱え込まないで、地域包括支援センターにご
相談ください。
地域包括支援センター（☎52－2196）

日　時▶平成２７年１月１１日（日）
場　所▶和木町文化会館
日　程▶１０：３０　受付開始
　　　　１１：００　式典・記念撮影
　　　　１２：００　アトラクション
　　　　１３：００　終了予定
　式典・写真撮影は、保護者及び一般の方も入場で
きます。新成人の門出をともにお祝いいただけたら
と思います。
問合せ▶和木町教育委員会
　　　　　　☎５３－３１２３

　高齢期に入っても自立した生活を続けるためには、
楽しく集える場所や、ちょっとした手伝いをしてく
れる人が必要です。住み慣れた和木町で、高齢者と
ともに元気に活動するボランティアを養成します。
　笑ったり、体を動かしたりする、楽しい講座の中で、
ボランティアの基本的な姿勢や介護予防について学
びます。ご自身やご家族の介護予防にも役立つ内容
ですので、ぜひご参加ください。
日程及び内容▶
第 1回 １１月２１日（金）９：３０～１１：３０
　○講義『いきいきさぽーたー』とは
　○演習　サポートのマナー　
第２回 １２月１日（月）９：３０～１１：３０
　○講義　高齢者の理解　
　○演習　介護予防のための運動①
第３回 １２月８日（月）９：３０～１１：３０
　○講義　認知症の理解　
　○演習　介護予防のための運動②　
第４回 １２月１５日（月）９：３０～１２：００
　○講義　これからの生活を考えてみよう
　○演習　移動介助
会　場▶保健相談センター
定　員▶２５名
対象者▶ボランティアに関心のある町民の方
　※全４回中３回以上の受講できる方。
参加費▶無料
申し込み▶１１月１４日（金）　締切
申込み・問合せ▶
　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

平成27年

和木町成人式

「小瀬川のこれからを考える会」の 開催のお知らせ「小瀬川のこれからを考える会」の 開催のお知らせ
　国土交通省中国地方整備局では、小瀬川水系の国が管理する区間の河川整備の目標や概ね30年間に実施する整備
内容を記載した「小瀬川水系河川整備計画（原案）」【国管理区間】を作成しました。
　小瀬川のこれからを考える会として、地域にお住いの方々に小瀬川水系河川整備計画（原案）の内容についてご
説明し、そのご意見や小瀬川への思いを当計画に反映していくため説明会を開催します。当日は、小瀬川を取り巻
く現状や課題、整備内容について説明させていただきます。これからの小瀬川に向けた幅広いご意見をいただきた
くご参加をお願いします。なお、事前のお申し込みは不要です。
　場　所：和木町文化会館1階講習室
　時　間：11月15日（土） 10時～12時
　問合せ：国土交通省 中国地方整備局 太田川河川事務所 調査設計第１課　☎082-222-9245
　　　　　都市建設課　☎52-2198

9



❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐

❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐❐

❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐

❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐
❐

　注意
・認定証を提示することで、医療費は高額療養費
の適用区分に応じた自己負担限度額までの支払
いですみます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養
費）も軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院する場合
は、必ず保健福祉課に連絡してください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方には、交
付できない場合があります。

国保被保険者の方へ国保被保険者の方へ

　６５歳～７４歳の方で、次の障害に該当される方は、
ご本人の選択によって後期高齢者医療に加入すること
ができます。
　後期高齢者医療に加入されると、窓口での自己負担
割合が１割（所得によっては３割負担のままの場合も
あります）になるほか、保険料・入院時食事代等が安
くなる場合があります。後期高齢者医療に加入を希望
される方は障害の程度が確認できるもの（手帳等）、
印鑑、保険証を持って役場の保健福祉課窓口で手続き
をお願いいたします。

入院する場合は、連絡してください
　国民健康保険被保険者が医療機関に入院する場合
交付する認定証は次のとおりです。

～重複受診はやめましょう～
重複受診とは
　・同じ病気で複数の医療機関を受診することです。
重複受診をすると
　・検査や注射、薬の重複により、副作用で体に負担をあたえてしまう可能性があります。
　・初診料や検査料などが重複し、医療費の増加につながります。
重複受診を防ぐため
　・かかりつけ医をもちましょう。
　・専門医の診察が必要な場合は、かかりつけの医師に相談し、紹介してもらいましょう。
☆医療費は、皆さんの保険料でまかなわれています。
問合せ▶保健福祉課　☎５２－２１９５

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が必要になります。
対　　象▶平成26年1月1日～12月31日までに納めた保険料
送付時期▶
①平成26年1月1日～9月30日までの間に、国民年金保険料を納付された方……11月上旬に送付予定。
②平成26年10月1日～12月31日までの間に今年初めて国民年金保険料を納付された方……平成27年2月上旬に送付予定。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加えることができま
すので、ご家族宛に送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
問合せ▶岩国年金事務所（☎２４－２２２２）
        　 保健福祉課（☎５２－２１９５）

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます !「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます !
～ 年末調整・確定申告まで大切に保管を！ ～

70歳
未満の方 限度額適用

標準負担額減額認定証

必要ありません。
（高齢受給者証のみ）

限度額適用
標準負担額減額認定証

70歳
以上の方

課税世帯 限度額適用認定証

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

一定の障害がある方は65歳から後期高齢者医療制度に加入できます

該当となる障害
国民年金法における障害年金１級・２級
精神障害者保健福祉手帳１級・２級
療育手帳「A」
身体障害者手帳１・２・３級
身体障害者手帳４級のうち次の障害
　　１．音声言語機能の著しい障害
　　２．両下肢のすべての指を欠く
　　３．下肢の下腿１/２以上欠く
　　４．下肢の機能の著しい障害
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な
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私
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永
井　

柚
衣
（
小
６
）

◆
標
語
作
品
（
中
学
生
・
一
般
の
部
）

【
最
優
秀
】

あ
い
さ
つ
で　

あ
な
た
の
笑
顔
に　

ま
た
会
え
た
！　
　
　
　
吉
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里
菜
（
中
３
）

【
優
　
秀
】

あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
広
が
る　

通
学
路
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真
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（
中
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）

【
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中
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あ
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地
域
の
人
へ
の　

感
謝
の
気
持
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出
先
り
お
ん
（
中
２
）

山口県母のつどい大会
　10月８日、山陽小野田市民館で山口県母の
つどい大会が開かれ、和木町婦人会（西田敏
子会長）から４人が参加しました。
　高橋久仁子　群馬大学名誉教授による講演
「メディアに惑わされない食生活～氾濫する
食情報を考える～」があり、食に関する情報
を正しく読み取り、バランスのとれた食生活
をおくることの大切さを学びました。

山口県社会教育委員連絡協議会地区別研修会
　10月14日、和木町総合コミュニ
ティセンターで山口県社会教育委員
連絡協議会地区別研修会が開かれ、
県東部の各市町から約60人が参加し
ました。｢和木町地域協育ネット｣に
関する事例発表や、広島経済大学准
教授　志々田まなみ氏の「社会教育
の輪をむすぶコーディネート力」と
題した講演があり、社会教育の推進
に向けての研鑽を深めました。

◆ポスター作品

　【最優秀】 重松乃々香（小４） 　【優秀】 村岡　百音（小４）

　【入選】 大原　凜（小２） 　【入選】 安田　愛華（小２） 　【入選】 宮脇奈々子（中２） 

　
【
入
選
】 

荒
瀬　
美
咲（
中
３
）

　
【
最
優
秀
】 

越
水　
拓
海（
中
２
） 

　
【
優
秀
】 

上
田　
鈴
華（
中
２
） 

小学生の部
中学生の部
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平成26年11月22日（土）
9：30～15：40

  　9：30～14：45　古本バザー

１〜10冊まで、100円　※ 袋は持参してください。

10：05～11：25　　ちびっこ映画上映会 「忍たま乱太郎」

11：30～12：30　　お話会サークル「ゆびとま」のおはなし会&工作

13：30～14：00　　読書感想画コンクール表彰式

14：00～15：00　　人形劇　(人形劇団「しゃぼんだま」)

15：10～15：40　　お楽しみ抽選会

★ ☆ プログラム ☆ ★

11 月の休館日　3日（月）・10日（月）・17日 ( 月）・24日（月）
☆おはなし会☆11月のおはなし会はありません。図書館まつりにきてね♪

場所：北側入り口付近

場所：3階集会室

場所：3階集会室

場所：北側入り口付近

場所：3階集会室

場所：北側入り口付近

場所：和木町立図書館

骨密度測定
9：30～11：30

（９歳以上の方が対象です）
子供は保護者同伴でお願いします
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　場所▶地域子育て支援センター（保育所２階）
　　　　（☎53－5551）

　赤ちゃんから、幼稚
園に入園前までのお子
さん対象の事業、イベ
ント情報を集めた情報
紙、「和木町子育てねっ
と」を刊行しています。
　この情報紙は、偶数月に発行予定です。和木
町役場、保健相談センター、図書館、医療機関
（木村医院・中村クリニック）、金融機関（山口
銀行和木支店・和木郵便局）、マルキュウ和木店
に置かせていただいています。

（和木町HPにも掲載）

すっくちゃん

１1月の行事（うきうきタイム）
11月 7日　発育測定
　　 14日　作ってあそぼ
　　 28日　誕生日会

　地域子育て支援センター（和木保育所２階）には、
子どもさんが喜ぶおもちゃが充実しています。親子
のふれあいの場として、ご活用ください。季節にあ
わせた手遊び、リズム遊びを一緒に楽しみません
か？ 工作、誕生日会、発育測定などの行事もあ
ります。

日　時▶１１月２０日（木）１０時～１１時３０分
※わくわくルームのお楽しみタイムとして
実施します。

対　象▶乳幼児（幼稚園に入園前まで）とその家族
内　容▶ ミュージックセラピー

（親子でのリズム遊び）
場　所▶保健相談センター 講堂
申込み・問合せ▶和木保育所（☎53－5551）
　　　　又は保健相談センター（☎52－7290）

　およその人数把握のため、
１１月１１日（火）までにご連絡
ください。

　　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場
として開放しています。広い部屋で思う存分、子
どもさんが遊んだり、保護者同士が交流する場と
して、ご利用ください。
　日時▶毎週木曜日　　１０時～１５時
　　　　お楽しみタイム　　午前中
　場所▶保健相談センター

日時▶毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　　９時３０分～１２時
　　　※１１月２１日（金）はお休みです。
　　　うきうきタイム（保育士による手遊び等）
　　　　　　　　　　　１１時頃～
　　　所庭での外遊び　１１時３０分頃～

親子で楽しい歌やリトミックをしませんか？

うきうき広場

親子で遊ぼう inミュージック

「和木町子育てねっと」の
１０・１１月号の刊行について

わくわくルーム

１1月の行事（お楽しみタイム）
11月 6日　缶バッチ作り（11時～11時30分）
　　 13日　お話会（11時～11時30分）
　　 20日　親子でミュージック※左参照
　　　　　　　　 （10時～11時30分）
　　 27日　親子ビクス※P14参照
　　　　　　　　 （10時30分～11時30分）

赤ちゃんから、幼稚園に
入園前までのお子さん
あつまれ！！
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第２回 親子あいあいバスの旅

　あいあいバスとは、町内を循環しているコミュニティ
バスです。親子であいあいバスにのって、車窓の風景や 
秋の蜂ヶ峯公園を楽しみませ
んか？
日　　時▶１１月１９日（水）
　９時１０分 ～ １１時２０分
集合時間▶９時１０分（時間厳守）
集合場所▶和木町役場　駐車場
対　　象▶乳幼児と その家族
※第１回（１１月１２日予定）に参加される方は、対象外
となります。
内　　容▶和木町コミュニティバス（あいあいバス）へ

の乗車
　　　　　蜂ヶ峯公園で親子での秋散策
申 込 み▶保健相談センターまで、ご連絡ください。
　　　　　（先着１０組）
持 参 物▶バス代（大人片道１００円・乳幼児無料）を
お持ちいただき、当日、バス乗車時にお支払いください。

子育てサロン「たんぽぽ」

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親同士、
子ども同士のコミュニケーションのための
場所を提供しています。お気軽にご参加くだ
さい。

日　時▶１１月１８日（火）
　　　　１０時～１１時３０分
対　象▶乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内　容▶室内での遊び・茶話会
場　所▶和木２丁目第３集会所（山の手集会所）

※当日は、ピンクの幟を掲げています
参加費▶１家族１００円
問合せ▶社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

～秋を満喫！はちがみね公園～
～親子で遊び、
　　　交流してみませんか？～

すくすく計測相談会
　お子さんの身長・体重の測定や保健師・栄養士による相談会を行います。
小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
日時▶１１月２０日（木）１３時３０分～１５時 受付
場所・問合せ先▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

「Nobody's perfect!」（完ぺきな子育てはありません）
　がんばりすぎないで。まわりから助けを借りてもよいですよ。

（和木町母子保健推進協議会）

母推さんからのおしらせ

日　時▶１１月２７日（木）１０時３０分～１１時３０分
　　　　※わくわくルームのお楽しみタイムとして実施します。
対　象▶２～３歳くらいの幼児とその家族
内　容▶親子での簡単な体操や遊び
持参物▶運動できる靴・服装、タオル、水分補給
場　所▶保健相談センター 講堂
主　催▶和木町母子保健推進協議会
申込み・問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

親子で体を動かして、リフレッシュしませんか？ 親子で楽しめる体操です。
お気軽にご参加ください。

～子育て中のパパ、ママへ～

親子ビクス

一口メモ

のぼり
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知って、変わろう！知って、変わろう！知って、変わろう！

元気アップ教室●作り方
①下準備
豚肉…塩、こしょうを振る。
白菜…洗って、水気をきっておく。
レタス…洗って、一口大に切っておく。
　
②白菜に具をつめる
白菜の葉と葉の間に、豚肉とチーズを交互にはさむ。横幅５～
６㎝に切る。
　
③フライパンで蒸し焼きする
フライパンにオリーブオイルを熱し、②を入れて蓋をして、中火
で１０分程度焼く。ひっくり返し、さらに１０分程度蒸し焼きに
する。器に盛り付け、フライパンに残ったソースをかけ、レタスを
添える。
　

　　　　　　　（１人分エネルギー　１９８キロカロリー）

豚肉とチーズのうま味で、旬の白菜がたっぷりとれる
一品です。

（和木町食生活改善推進協議会 １班）

豚肉と白菜の重ねチーズ蒸し（材料４人分）
11月

豚もも肉………………240g
塩……………… 小さじ1/3
こしょう………………少々
白菜……………………500g
         　　　　    （1/4株）
スライスチーズ…………4枚
レタス………………2枚程度
オリーブオイル……小さじ1

　健康のためにできること……まずは、自分の
からだを知ることです！今回は、立ち上がりテ
スト（脚筋力）と握力測定で、ご自身の筋力を
確認しましょう。
日　時▶１１月１７日（月）
　　　　１０時～１５時
対　象▶一般の方
　　　　※申込み不要
内　容▶立ち上がりテスト
　　　　握力測定
場　所▶保健相談センター
問合せ▶保健相談センター
　　　　（☎５２―７２９０）

自分のからだ測定会

　正しい呼吸と体操で、心身をリフレッシュし
てみませんか。初めての方も安心です。
日　時▶１１月１４日（金）１３時３０分～１５時
場　所▶保健相談センター 講堂
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・飲み物
申込み▶１１月１２日（水）まで（定員１５名）

　忙しい年末に向け、元気な自分になれる「アロ
マオイルでマッサージ」等を楽しく実施
日　時▶１２月５日（金）１０時～１１時３０分
場　所▶保健相談センター
準　備▶材料費５００円、ハンドタオル、タオル、
　　　　洗面器
申込み▶１１月２８日（金）まで（定員１５名）

　中学３年生と高校３年生に該当する年齢の方を対象に、
インフルエンザ予防接種の費用を助成します。
　実施期間▶平成２７年２月２８日（土）まで
　　　　　　（転出後、無効）
　対 象 者▶和木町に住民票がある中学３年生と高校３

年生に該当する年齢の方
　　　　　※年齢対象となる方には、９月に通知をお届

けしました。
　指定医療機関▶木村医院・中村クリニック
　助成回数▶１人１回まで
　申 込 み▶通知に添付した申請書に、必要事項を記入

し、押印。保健相談センターで接種券の交
付を受けてください。

　問 合 せ▶保健相談センター
　　　　　　　（☎５２－７２９０）

中３・高３インフルエンザ予防接種

～ 和木町健やか安心事業 ～
　献血は、患者さんの生命を守る愛の
活動です。多くの皆様のご協力をお待
ちしています。
日　時▶11月26日(水)
　　　　　10時～12時
　　　　　13時～15時30分
場　所▶保健相談センター
問合せ▶保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）
※400ml献血のみの受付となってい
ます。

献血バスが
やってきます！！

か
ら
だ
応
援
ペ
ー
ジ

ヨガ編

アロマテラピー編

初心者
　大歓迎

問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）
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成人対象の予防接種のおしらせ成人対象の予防接種のおしらせ
成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

町内の満７５歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種料を助成します。
　実施期間▶平成２７年３月３１日（火）まで（転出後、無効）
　対象者▶以下、①～③すべてに該当する方
　　　　　①和木町に住民票がある満７５歳以上の方
　　　　　②過去５年間､本助成制度による接種を受けたことがない方
　　　　　③肺炎球菌ワクチンについて医療保険適応のない方
　助成額の上限▶３，０００円　　※助成額を超える部分の接種料は自己負担
　申込み▶保健相談センターに備え付けてある申請書（ホームページからもダウンロード可）に記入
し、提出してください。一週間程度のち、助成券と実施医療機関一覧表を送付します。接種の際は
事前に医療機関に連絡し、助成券及び健康保険証を持参の上接種を受けてください。

　町内実施医療機関▶木村医院・中村クリニック　
　　※町外の医療機関については、助成券と一緒に送付する実施医療機関一覧表をご覧ください。
＜注意事項＞
　・助成券を使っても無料にはなりません。
　・助成を受けるためには、接種前に申請手続きが必要です。

予防接種法に基づく定期接種として、満６５歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。
　実施期間▶平成２７年２月２８日（土）（転出後、無効）
　実施医療機関▶木村医院・中村クリニック　
　　　　　　　　※町外の医療機関にて接種を希望される場合は、事前にお問い合わせください。
　対象者▶和木町に住民票がある満６５歳以上の方
　　　　　※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳

１級程度の障害のある人、又はヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活が不可能な
程度の障害のある人は、接種できます。

　自己負担額▶ １，０８０円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

高齢者インフルエンザ予防接種

予防接種法施行令の一部改正に伴い、成人用肺炎球菌ワクチン予防接種が定期接種化されます。
　実施期間▶平成２７年３月３１日（火）（転出後、無効）
　対象者▶これまでに肺炎球菌ワクチンを一度も接種したことがない方で①②いずれかに該当する方。
　　　　　①平成２６年度内に６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳以上

になる方（年齢対象となる方に、９月中に通知しています）
　　　　　　※ただし、平成２５・２６年度に、町の制度を利用された方は、除外しています。
　　　　　②６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全

ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
　 予診票の交付▶通知された書類を保健相談センターに提出し、予診票の交付を受けてください。
　　　　　　　　代理人が提出する場合は本人の記入・押印が必要です。
　自己負担額▶２，７６０円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）

問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

町単独制度

新制度
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特
設
人
権
相
談

行

政

相

談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

面

接

相

談

年
末
お
見
舞
金
の
申
請
は
お
早
め
に

巡
回
相
談
の
実
施

敬
老
金
の
給
付
手
続
の
お
し
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間

11
月
11
日
㈫
〜
17
日
㈪

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
20
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

主
　
催
▼
あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
　
時
▼
11
月
20
日
㈭　

9
時
〜
12
時

会
　
場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

日
　
時
▼
11
月
10
日
㈪　

9
時
30
分
〜
12
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
員
▼
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な

ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
お

応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面

接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
11
月
6
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場
　
所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
　
象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
11
月
18
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場
　
所
▼
和
木
町
文
化
会
館2

階
商
工
指
導
室

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

年
末
お
見
舞
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
申
請

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
次
の

基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）
を
有
す
る
も
の

3
，
0
0
0
円

・
精
神
障
害
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
有
す
る

も
の　
　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

・
身
体
障
害
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
有
す
る

も
の　
　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

・
ひ
と
り
親
世
帯
（
満
18
歳
未
満
の
子
の
い

る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
生
活
保
護
世
帯

を
除
く
）　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

※
子
が
ひ
と
り
増
す
ご
と
に
1
，
0
0
0
円

加
算

・
長
期
入
院
患
者
（
自
宅
療
養
を
含
め
6
カ

月
以
上
入
院
し
て
い
る
も
の
）

3
，
0
0
0
円

・
在
宅
で
3
カ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
も
の　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

申
請
期
限
▼
11
月
20
日
㈭

申
請
場
所
▼

　

地
区
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

※
申
請
書
は
地
区
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

○
税
の
無
料
相
談

　
日
　
時
▼
11
月
12
日
㈬

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

　
場
　
所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店
2
Ｆ

特
設
会
場

　
相
談
員
▼
中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部

○
租
税
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展

　
日
　
時
▼
11
月
11
日
㈫
〜
17
日
㈪

　
場
　
所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店
2
Ｆ

特
設
会
場

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ

て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手
続

き
の
た
め
、
お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
▼
満
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
15
年
3

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
和
木

町
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

支
給
額
▼

　
（
平
成
26
年
10
月
〜
平
成
27
年
3
月
分
）　

75
歳
〜
80
歳
未
満
・
・
・
１
２
，
０
０
０
円

80
歳
以
上
・
・
・
・
・
・
１
８
，
０
０
０
円

支
給
方
法
▼
原
則
、
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

金
融
機
関
口
座
へ
の
振
込
み

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

各
種
お
知
ら
せ
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　町では、平成２８年度を初年度とした、まちづ
くりの基本的な指針となる「第５次和木町総合計
画」（仮称）を策定します。
　計画改定にあたり、町民の皆さまのニーズをお
聞きし地域の課題を把握するとともに、計画の基
礎資料とするため、アンケート調査を実施します。
　また、町では瀬田・関ヶ浜分館の建て替えを検
討しており、より良い施設にするため、瀬田・関ヶ
浜地区にお住まいの皆さまからのご意見をいただ
きたいと考えています。
　アンケート調査の結果は、計画策定や施策推進
の基礎資料とさせていただきますので、調査票が
届いた方におかれましては、調査の趣旨をご理解
いただき、ご協力をお願いいたします。
対象世帯▶
・和木町第５次総合計画（仮称）
　　和木町内１，５００世帯（無作為抽出）
・公民館分館（瀬田・関ヶ浜）建替計画
　　瀬田・関ヶ浜地区全世帯
※１１月中に発送予定です。
問合せ・送付先▶企画総務課（☎５２－２１３６）

― 和木町第５次総合計画（仮称）―
― 瀬田・関ヶ浜分館建替え意向調査―



ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

第
11
回 

赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

平
成
26
年
度

高
水
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

和
木
町
冬
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

和
木
町
近
郊
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

期
　
日
▼
10
月
5
日

場
　
所
▼
熊
毛
町
運
動
公
園

優
　
勝
▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部

期
　
日
▼
12
月
6
日
㈯　

9
時
〜

場
　
所
▼
和
木
町
町
民
庭
球
場

主
　
催
▼
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

試
合
方
法
▼

　

予
選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
料
▼
1
ペ
ア
ー　

1
，
0
0
0
円

申
込
期
限
▼
11
月
20
日
㈭

申
込
み
▼
体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

期
　
日
▼
12
月
7
日
㈰　

9
時
30
分
〜

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

主
　
催
▼
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

種
　
目
▼

　
（
男
子
）　

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

　
（
女
子
）　

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

試
合
方
法
▼

　

予
選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
料
▼

　

一　

般　

1
，
2
0
0
円
／
人

　

高
校
生　

1
，
0
0
0
円
／
人

　

中
学
生　
　
　

7
0
0
円
／
人

参
加
申
込
及
び
参
加
料
振
込
期
限
▼

　

11
月
28
日
㈮
必
着

問
合
せ
▼
体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

開
催
日
時
▼
11
月
26
日
㈬

　

10
時
ス
タ
ー
ト

場
　
所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合
時
間
▼
9
時
45
分
（
マ
ス
タ
ー
室
前
）

プ
レ
ー
費
▼（
優
待
券
を
ご
用
意
し
ま
す
）

　
（
セ
ル
フ
）　

7
，
0
1
7
円

（
乗
用
カ
ー
ト
・
昼
食
代
別
途
）

　
（
パ
ル
付
）
1
0
，
5
8
1
円

（
乗
用
カ
ー
ト
・
昼
食
代
別
途
）

※
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
は
メ
ン
バ
ー

料
金
に
な
り
ま
す

参
加
費
▼
3
，
0
0
0
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
費
5
0
0
円
を
含
む
）

※
参
加
費
は
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
プ
レ
ー
費

と
併
せ
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
▼

　

当
日
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
１
オ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
11
月
14
日
㈮
※
期
限
厳
守

※
申
込
多
数
の
場
合
、
先
着
24
名
ま
で

表
彰
及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
▼

　

成
績
発
表
及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
プ

レ
ー
終
了
後
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
て
行
い
ま
す
。

申
込
先
▼
和
木
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

（　

52
ー
9
1
4
9
）

今年もやります夢の企画！

　　　　あの先生がこんな作品を！驚きの連続。

　　　　　　　　あなたもぜひ、体感してください！

作品総
数

100点
余り

幼稚園・小学校・中学校の先生
40名が夢の共演！

第３回
和木町幼小中教職員陶芸展

入場無料入場無料

主催　和木町教育委員会

問合せ：和木町教育委員会（和木町文化会館１階）
　　　　☎0827-53-3123

『だれの作品？』

　クイズコーナーもあるよ！

平成２６年１１月２２日（土）⇒３０日（日）
午前１０時～午後５時

（和木町和木１－３－１）

日時

場所
和木美術館

日　時▶１１月９日（日）
　　　　１０時から１２時
場　所▶岩国市役所正面玄関前周辺
※雨天時は岩国市役所１階多目的ホール
内　容▶消防音楽隊演奏
　　　　はしご車体験搭乗など
問合せ▶岩国地区消防組合消防本部 
　　　　総務課（☎２２－１２３０）

消防フェスタ 2014
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2014

緑
の
風
薫
る 

文
化
の
ま
ち 

和
木
町

●
展
示
会

会
　
場
▼
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ（
和
木
美
術
館
）

展
示
時
間
▼
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
曜
日
は
16
時
ま
で
）

●
11
月
6
日
㈭
〜
11
月
9
日
㈰

・
翠
洋
書
道
会

・
明
水
書
道
会

・
和
木
短
歌
会

・
和
木
の
里 

愛
石
会

●
11
月
14
日
㈮
〜
11
月
16
日
㈰

・
生
花
池
坊

・
専
心
池
坊

・
華
道
草
月
流

・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

●
芸
能
祭

日
　
時
▼
11
月
9
日
㈰

　
　
　
　

式　

典　

12
時
30
分
〜

　
　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜

会
　
場
▼
和
木
町
文
化
会
館

出
演
団
体
（
出
演
順
）

○
童
謡 

・
唱
歌
を
歌
う
会
「
赤
と
ん
ぼ
」

○
和
木
公
民
館
民
踊
部

○
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

○
馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

○
大
正
琴
（
琴
伝
流
）

○
は
っ
ち
弦
楽
合
唱
団

○
日
本
舞
踊

○
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

○
民
謡 

か
お
り
会

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
関
ヶ
浜
分
館
民
踊
ひ
ま
わ
り

○
不
二
心
流
吟
道
会

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
邦
楽  

桃
の
会

○
民
踊  

す
み
れ
会

○
ナ
メ
ア　

フ
ラ　

オ　

イ
カ
ラ 

イ

○
四
境
太
鼓

○
ナ
ニ
・
モ
ハ
ラ

主
　
催
▼
和
木
町
文
化
協
会

後
　
援
▼
和
木
町
・
和
木
町
教
育
委
員
会

問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
協
会

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

和
木
町

Vol.18Band　Meeting
　　　　　　　in　WAKI
Band　Meeting
　　　　　　　in　WAKI
Band　Meeting
　　　　　　　in　WAKI

日　時▶12月 6日 （土） 18 時～ 20時 30分
会　場▶和木町文化会館ホール　入場無料
主　催▶和木町文化協会ロック部
出　演▶マウンテンマウス
　　　　ブルーズワークショップ
　　　　ハングオーバーズ ほか

日本ボーイスカウト 山口県連盟
〒753- 0064 山口市神田町１－８０ 防長青年館１F
TEL 083- 928- 0079
メール office@scou ts- yamaguchi.jp

　昭和31年7月7日、大分県宇目町の鷹鳥屋神社の宮司の
長男として生まれ、現神職。田舎のお宮は生活ができない
ために、宇目町役場に就職をして神職の免許を持つ２人の
子供を育てた。
　教育委員会の生涯学習の仕事が長くつづきましたが、
平成7年に宇目町に完成した道の駅「うめ」の初代店長と
なりイノシシラーメンを考えて黒字経営（この会社は5年
間で2億円宇目町に寄附）に貢献し、平成13年4月に小平
町長にその手腕が認められて「役場に来なくて良い」と外
で営業を中心とする観光大使となって口演活動が仕事と
なる。合併後は佐伯市観光大使。平成19年、50歳で佐伯
市役所を退職。
　現おおいた観光特使に至るまで12年間で全国5,000カ
所にて口演をした。
　（福島県、福井県、群馬県、三重県ではまだ口演をしてい
ない）
　月平均で30回以上の口演活動をし続けており、65歳ま
では口演を頑張る目標を持っている。

問合せ▶和木町人権施策推進協議会（保健福祉課内）
（☎５２―２１９５）

矢野　大和口演会
矢野大和プロフィール

日時：12月2日（火）14時～
会場：和木町文化会館
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問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

魚
の
影
黒
く
鎮
も
る
岸
に
沿
ひ

　

お
れ
ん
じ
橋
ま
で
歩
み
て
ゆ
き
ぬ

股
関
節
骨
折
せ
し
も
ベ
ッ
ド
に
て

　

天
井
見
つ
つ
リ
ハ
ビ
リ
励
む

水
引
い
て
沈
下
橋
か
ら
ま
ず
来
る
は

　

赤
い
バ
イ
ク
の
若
い
局
員

曼
珠
沙
華
今
年
も
黄
の
色
咲
き
ま
し
た

　

球
根
植
え
く
れ
し
亡
友
の
ほ
ほ
え
み

船
頭
の
松
陰
の
う
た
波
を
け
り

　

波
を
は
じ
き
て
飛
沫
生
ま
る
る

に
ん
げ
ん
の
哀
し
み
い
く
た
び
聴
き
た
る
や

　

ほ
ほ
え
み
浮
か
べ
地
蔵
菩
薩
は

灰
岡　

裕
美

広
宇
次
信
子

竹
次　

兼
俊

森
本　

初
子

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

秋
ま
つ
り
人
待
ち
顔
の
店
並
ぶ

鳶
の
輪
の
真
中
に
座
し
て
天
高
し

枝
揺
ら
し
銀
杏
落
と
す
家
族
連
れ

轡
虫
片
耳
ふ
さ
ぐ
長
電
話

木
犀
を
一
枝
生
け
し
ゆ
る
体
操

街
包
む
稜
線
ま
ろ
し
秋
茜

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

言
葉
巧
み
に
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不

審
電
話
も
、
複
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、「
個
人
情
報
削
除
」

「
医
療
費
の
還
付
」「
個
人
情
報
の
調

査
」
な
ど
の
不
審
な
電
話
に
対
し
て

は
、
た
と
え
公
的
機
関
を
名
乗
っ
た

と
し
て
も
、
相
手
の
話
を
う
の
み
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
答
え

ず
、
相
手
の
氏
名
、
担
当
部
署
、
電

話
番
号
、
調
査
名
称
な
ど
を
確
認
し
、

一
旦
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
相
手
か
ら
教
え
ら
れ
た

電
話
番
号
で
は
な
く
、
自
分
で
調
べ

た
担
当
部
署
の
電
話
番
号
に
か
け

て
、
事
実
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
役
場
な
ど

の
公
的
機
関
を
か
た
る
不
審
な
電
話

が
、
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

和
木
町
で
も
役
場
職
員
を
名
乗
り
、

「
個
人
情
報
が
流
出
し
て
い
ま
す
」
と

慌
て
さ
せ
、
次
に
別
の
事
業
者
な
ど

が
「
個
人
情
報
削
除
に
係
る
費
用
」

を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
で
も
「
医
療
費
の
還

付
金
が
振
り
込
ま
れ
る
」
と
思
わ
せ

て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
自
分
の
預

金
口
座
か
ら
見
知
ら
ぬ
相
手
へ
送
金

さ
せ
る
手
口
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
「
国
勢
調
査
」
な
ど
を

騙
っ
て
、
家
族
構
成
、
年
齢
、
預
金

高
や
預
け
先
な
ど
の
資
産
状
況
等
を
、

（
10
月
句
会
）

こ
か
ん
せ
つ

た　

ま

と　

も

ひ
ま
つ

か
な

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 112

公的機関をかたる
不審電話に注意！

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
　納期限は12月1日㈪です。

問合せ ▼税務課（

9・10 月分
　11月分
5 期分
5 期分
5 期分

上下水道使用料
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
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　秋の深まりを感じるさわやかな季節となりました。
　さて、和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地球温暖化対策の一環として「和木
町緑のカーテンコンテスト」を実施し、６件の応募をいただきました。応募者の皆さんからは「カーテン設
置により室内温度が下がり、クーラーの使用が抑えられた」「緑の葉に涼を感じることができた」「収穫した
ゴーヤの実が食卓にのぼった」等の報告をいただき、カーテンの設置効果を実感していました。
　10月23日に町民会議委員による審査を行い、次の方々が入賞しました。おめでとうございます。どの作品
も力作ぞろいで難しい審査となりました。
　応募していただきました皆さん、どうもありがとうございました。来夏以降もぜひカーテンづくりを続け、
「家庭でできる身近な地球温暖化対策」を推進していただきますよう、お願いします。

最優秀賞　米元　　勝さん（和木1丁目）
優秀賞　　村本　正治さん（和木4丁目）
　　　　　南波トシ子さん（和木5丁目）

　10月19日、町内全域で「町内一斉清掃」が行われ
ました。早朝にもかかわらず、清掃には多くの住民が
参加し、地域の環境美化のために取り組んみました。
　当日は中学校の日曜参観日で、授業の前に社会貢献
の一環として、多くの中学生が参加しました。
　公園や広場、集会所、街路、水路などから集められ
た雑草やごみ、泥などは2ｔトラック46台分にもなり
ました。
　参加された皆さん、ありがとうございました。今後
も和木町の環境美化にご協力をお願いします。

みどりのカーテンコンテスト結果みどりのカーテンコンテスト結果

町内一斉清掃お疲れ様でした。
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男　3,193人
（－2）

女　3,247人
（－7）

平成26年10月1日現在
総人口　6,440人

世帯数　2,772世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（－9）

（－3）

100 200100200 00

部 門

10km 3,000円

3,000円

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

3,000円
3km

2km

1.5km

●一般男子（40歳未満）　
●年代別男子（40歳代・50歳代・60歳以上）
●一般女子（年齢制限なし）　

5km

●一般男子（40歳未満）　
●年代別男子（40歳代・50歳代・60歳以上）
●一般女子（年齢制限なし）

●中学生男子

●一般女子（年齢制限なし）

●中学生女子

●小学生男女（３～６年生）

●小学生男女（１・２年生）

参加料種　　　　　　　目

※年齢は、大会当日

【応募できる方】
　　中学生以上
【募集人数】
　　約200人（当日人数、前日は、若干名）
【内　容】
　　会場設営撤去・受付・コース誘導・選手整理等
【日　時】
　　平成27年１月11日（日）15時～（予定）
　　　　　　　　 12日（祝）８時～14時
【申込期限】平成26年11月20日（木）

申込・問合せ　蜂ヶ峯クロスカントリー大会実行委員会事務局（体育センター内）
☎52－2811　 e-mail  taiku@town.waki.lg.jp

第17回蜂ヶ峯クロスカントリー大会
ボランティアスタッフ募集！

日　　時　平成27年１月12日（成人の日）

　　　　　開 会 式：午前10時

　　　　　スタート：午前10時30分

場　　所　和木ゴルフ倶楽部・蜂ヶ峯総合公園

申込期限　平成26年11月20日㈭

注意事項　詳細は、必ず参加申込書でご確認ください。

第第第

回回回
171717


	hyoshi
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	ura

